
 

 

宮城県桜師会会報       第 35号               令和 5年 11月 1日 

桜
師
会
宮
城
県
支
部
長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
、
七
ヶ
宿
町
立
七
ヶ

宿
中
学
校
の
川
村 

陽
一
で
す
。
事

務
局
は
本
来
な
ら
ば
仙
台
市
以
外

の
会
員
が
担
当
と
な
る
の
で
す
が
、

無
理
を
言
っ
て
引
き
続
き
、
仙
台

市
立
中
田
中
学
校
教
頭
の
青
沼 

一
岳
先
生
に
お
願
い
を
し
て
お
り

ま
す
。 

今
年
の
夏
は
、
と
て
も
暑
い
日
が

続
き
、
熱
中
症
指
数
危
険
日
の
連

続
記
録
が
更
新
さ
れ
る
な
ど
、
異

常
気
象
を
強
く
実
感
し
ま
し
た
。

各
学
校
で
は
、
五
月
八
日
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類
感
染

症
移
行
後
、
様
々
な
行
事
が
コ
ロ
ナ

禍
以
前
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
活
動
を

保
護
者
・
地
域
の
方
々
に
も
見
て

頂
け
る
機
会
が
増
え
、
行
事
を
通

し
て
大
き
く
成
長
す
る
子
供
達
の

姿
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
嬉
し
い
限
り
で
す
。

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
未
来

を
担
う
若
者
や
子
供
達
に
、
陰
日

向
な
く
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
桜
師
会
宮
城
県
支
部
の

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
職
の
会

員
数
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と

と
、
そ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
今
後
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
協
議

す
る
場
が
持
て
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
活
動
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、
歴
史
あ

る
桜
師
会
宮
城
県
支
部
の
活
動

を
、
今
後
も
持
続
可
能
な
形
に
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
こ
の

会
報
を
機
に
皆
様
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
考
え
を

事
務
局
よ
り
送
付
さ
れ
た
返
信

ハ
ガ
キ
通
信
欄
、
も
し
く
は
宮
城
県

桜
師
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ｢

お
問
い

合
わ
せ｣

に
て
、
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
お
伝
え
し
て
い
く
予
定
で
す
。

皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    
 

  
 
 

                  

  

花
の
精
鋭 

 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
猛
威
か
ら
四
年
が
経
ち
ア
フ
タ

ー
コ
ロ
ナ
の
状
況
下
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
油
断
な

ら
な
い
状
況
で
す
。
今
年
度
の
総

会
は
じ
め
一
部
事
業
も
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
感
染
症
の
状
況
か
ら

中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、
花

の
精
鋭
ま
だ
ま
だ
我
慢
の
と
き
で

す
。
（
事
務
局
）
。 
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四
・
八
・
三
十
一 

 
 
 

研
修
会
・
総
会
中
止
通
知 

四
・
九
・
二
〇 

 
 
 

事
務
引
継
（
中
止
） 

五
・
十
一
・
一
〇 
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鈴
木
泰
明
先
生
に
全
国
桜
師

会
よ
り
感
謝
状
贈
呈 

全
国
桜
師
会
副
会
長
と
し
て

ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
鈴

木
泰
明
先
生
（
宮
城
県
桜
師
会
顧

問
）
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
永
年

の
功
績
に
よ
り
、
全
国
桜
師
会
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
よ
り
全
国
桜
師
会
相

談
役
に
就
任
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

  

◆
◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆
◆ 

長
町
中
学
校
区
小
中
学
校
連
携

協
議
会
に
参
加
し
て 

令
和
五
年
八
月
一
日
に
、
長
町

小
学
校
（
仙
台
市
太
白
区
）
に
お

い
て
、
長
町
中
学
校
区
小
中
学
校

連
携
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
協
議
会
は
、
平
成
二
六
年

度
に
発
足
し
、
小
中
学
校
の
接
続

的
な
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
に
学
区
内
の
小
中
学
校
の
先
生

方
の
研
修
を
主
と
し
て
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
に
よ
り
昨
年

度
ま
で
の
四
年
間
は
実
施
で
き
ず

に
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
再

開
す
る
に
至
り
ま
し
た
。 

平
成
二
〇
～
二
七
年
度
ま
で

長
町
中
に
勤
務
し
て
い
た
縁
に
よ

り
、講
演
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
、

小
中
連
携
の
取
組
再
開
に
あ
た

り
、
当
時
の
震
災
対
応
、
地
域
防

災
の
取
組
、
小
中
連
携
発
足
に
つ

い
て
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
と
と

も
に
、
地
域
防
災
や
小
中
連
携
に

つ
い
て
考
え
ま
し
た
。 

震
災
や
コ
ロ
ナ
な
ど
、
社
会
を

激
変
さ
せ
る
出
来
事
が
続
く
中
で

も
、
変
化
に
応
じ
な
が
ら
教
育
活

動
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
（
文
＝
青

沼
一
岳
、
仙
台
中
田
中
、
文
理
・

地
理
Ｈ
11
年
度
卒
） 

  

◆
◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆
◆ 

楽
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
催 

 

仙
台
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象

に
毎
年
開
催
さ
れ
る
当
イ
ベ
ン
ト

を
、
宮
城
野
区
中
央
市
民
セ
ン
タ

ー
を
会
場
に
、
今
年
も
七
月
に
開

催
し
ま
し
た
。
新
幹
線
の
運
転
士

や
花
屋
さ
ん
、
薬
剤
師
な
ど
の
プ

ロ
の
講
師
陣
を
迎
え
た
講
座
数
は

二
日
間
に
２
０
講
座
に
及
び
、
参

加
し
た
小
中
学
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
業
の
プ
ロ
た
ち
の
実
践
や
実

技
を
交
え
た
話
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。
（
文
＝
佐
々
木

貴
幸
、
仙
台
市
教
育
局
生
涯
学
習

課
、
文
理
・
地
理
Ｈ
12
年
度
卒
） 

  

◆
◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆
◆ 

仙
台
市
科
学
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル 

 

仙
台
市
科
学
館
は
平
成
二
年
九

月
に
開
館
し
、
三
〇
年
が
経
過
し

て
お
り
ま
す
。
展
示
物
の
大
き
な

更
新
も
な
く
、
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
秋
よ
り
展
示
物
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
自
然
史

系
・
理
工
系
の
展
示
物
が
新
規
更

新
さ
れ
、
生
活
の
科
学
・
防
災
の

科
学
の
展
示
室
も
設
け
ら
れ
ま

す
。
工
事
は
二
期
に
分
割
し
て
行

わ
れ
ま
す
。
令
和
五
年
度
に
四
階

理
工
系
・
自
然
史
系
展
示
室
の
工

事
が
行
わ
れ
、
令
和
六
年
度
に
三

階
生
活
系
展
示
室
の
工
事
着
手
に

な
り
ま
す
。
（
文
＝
秋
山
貴
之
、

仙
台
市
科
学
館
、
文
理
・
化
学
Ｈ

14
年
度
卒
） 

ス
リ
ー
エ
ム
仙
台
市
科
学
館 
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台
市
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情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

こ
の
コ
ロ
ナ
に
よ
り
、役
員
会
お

よ
び
総
会
等
が
中
止
と
な
り
、
会

員
の
皆
様
と
お
会
い
す
る
機
会
が

少
な
い
状
況
で
す
の
で
、
皆
様
方

の
状
況
・
近
況
、
新
会
員
の
情
報

に
つ
い
て
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
し

た
ら
幸
い
で
す
。
事
務
局
ま
で
メ

ー
ル
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
＝ 

 
ao

n
u

m
a.k

az@
g
m

ail.co
m

 

  

編
集
後
記 

 

令
和
四
年
度
か
ら
会
長
、
事
務

局
が
宮
城
県
地
区
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
昨
今
の
宮
城
県
桜
師
会

現
役
会
員
の
減
少
に
よ
り
、
事
務

局
を
担
当
す
る
会
員
不
在
の
た

め
、
事
務
局
を
担
当
い
た
し
ま
す

青
沼
一
岳
と
申
し
ま
す
。
事
務
局

を
全
う
で
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続

き
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
青
沼
） 

令和 5年度予算案 

 

１ 収入の部  86,073（円） 
〈収入の部内訳〉 

①R4年度繰越金 46,073 

②R5年度会費  30,000 

③全国桜師会から 10,000 

④雑収入           0 

 

 

２ 支出の部  86,073（円） 
〈支出の部内訳〉 

①通信費         25,000 

②会報・事務費   15,000 

③会議・研修費   15,000 

④慶弔費         10,000 

⑤負担費         15,000 

⑥雑費            6,073 

 

 

 

令
和
四
年
度
事
業
報
告 

 

令
和
五
年
度
事
業
計
画 

 令和 4年度会計決算報告 

 

１ 収入の部  73,463（円） 
〈収入の部内訳〉 

①R3年度繰越金   38,463 

②R4年度会費   25,000 

③全国桜師会から  10,000 

④雑収入            0 

 

 

２ 支出の部   27,390（円） 
〈支出の部内訳〉 

①通信費         11,870 

②会報・事務費      520 

③会議・研修費         0 

④慶弔費               0 

⑤負担費          15,000 

⑥雑費                 0 

 

３ 差引残高   46,073（円） 


